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1は じめ に

21世 紀 をむかえよ うとす る今 日、情報処理 に関す る知識 ・技 術 が ます ます 高度 化 ・複雑 化 す

る一方、 コンピュー タがよ り身近 な存在 になるとともに、 コンピュー タのネ ッ トワー・ク化 や マ

ルチメデ ィァ化 など、新 しい段階 を迎 えよ うと して いる。 さらに、 こうした社会 的な環境 は、

今後 も加速度的 に変化す る と予想 され ている。

商業高校 には じめてパ ソコンが導入 されてか ら約10年 が経過 した。 この間 、商業教育 の基 礎

的 。基 本的 な指導領域 として情報処理教育が定着 す るとともに、情報処理科 の設置 に見 られ る

よ うに、商業科の教員 にと って も指導内容や方法 において大 きな変容を経験 した時期 であった。

今後、私 たち商業科の教員 は、商業 教育 に根付 いた情報処理教育を、新 しい知識 ・技術の進展、

社 会の情 勢や学校 教育 にお ける意義 や位 置付 けの変化 など、 より広 い視点で考 えて いか な けれ

ばな らない。

さらに、商業高校 だ けでな く普通高校 や小学校 、中学校 にお いて もパ ソコ ン等を活用 した情

報教育 への取 り組 みが進んで いる状況 では、 もはや情報教育が専門高校 だ けで行わ れ る学 習 内

容 ではな く、生徒一 人一人が身に付 け る一般的 な知識 ・技術の学 習領域 とな って きて いる。

こう した状 況下 にあ って、私 たちは商業高校 における情報教育 を どのよ うに個性 化 ・特 色化

してい くか、 また、 どのよ うな専門 的な情報教育が行え るのかを考 えなければな らない。 そ の

ために も、「商業高校 における情 報教育」 とい う視点 だけで情報教育 を捉 え るの で は な く、商

業高校 へ入学 して くる生 徒が、小学校 ・中学校で受 けて きた情報教育 によ って情報 に係わ るど

のよ うな知識 ・技 術を修得 して きたのか、商業高校の卒業生 が必 要 とす る情報 処理 能力 は どの

よ うな ものかな どを的確に把握す ることが必要で ある。 また、再度 、 自分 た ちの指 導内容 や指

導方法 を顧 み るために、教育現場 の実態 を正 しく認識 す ることも忘 れてはな らな い。

こうした視点 に立 って、今年度 の教育研究 員 は、商業高校 の情報教育 は今後 どうあ るべ きか

を考え るため、中学生 に対す るア ンケー ト調査を実施 す るなど、広 い範囲 か ら情報 を収 集 す る

と ともにその結果 を分析 し、新 しい時代 に対応 で きる特色 あ る情報教育関連科 目の指導 内容 を

具体的 に研究 。開発す る ことを テーマと して設 定 した。

、

II小 学校 ・中学校の情報教育

1情 報教育の とらえ方

「情 報教育実践の手引 き」東京都教育委員会(平 成7年3月)に よれば、小学校 ・中学 校 で

は、情 報教育 のね らいや役割を次の表 に示 したよ うにと らえ ている。
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(1)小 学校 における情報教育

小学校 におけ る情報教育 は、情報化社会 に主体的 に対応 できる基礎的 な資質を、各教科 ・道

徳 ・特別活動 など学校教育全体 を通 じて養 うことを 目的 と して行 われて いる。

小学 校での コンピュー タ等 の利用 は、仕組みの理 解や操作の習得(ハ ー ドウェアやソフ トウェ

アに係 わ る知識 や技術 の習熟)よ りも、む しろコ ンピュータに触 れ、慣 れ、親 しませ る ことに

重点 が置かれて い る。 そのため、 コンピュータは遊 びの道具 と して利 用 され る機 会が多 い。 ま

た、小学校 にお ける情報教育 は、独立 した教科 と して指導 され るので はな く、学 校教育全 体 を

通 じて行 うもの とされて いるため、その指導 内容 を コンピュー タや視聴覚機器 な どの様 々な メ

デ ィアを活用 す ることにより、学 習指導 の活性化 、基礎学力 の定着 ・促進等 を 目指 した補充 学

習 と して位置付 け られて いる。っ まり 「コンピュータに触 れ、慣れ、親 しませ る」 ことで学 習

へ の関心 ・意欲 を高め、学 習の楽 しさを感 じさせ るための道具 と して コンピュー タが活 用 され

て いる。

(2}中 学校 における情報教育

中学 校 にお け る情報教育 は、 コンピュー タを思考の道具 と して とらえ、情報 を適切 に活 用 す

る基礎 的な能力 を養 うことを目的 として行われて いる。

小学校 での 「コ ンピュータに触れ、慣れ、親 しむ」段 階を経 て、中学校 では、 コ ンピュー タ

の もっ シ ミュ レーシ ョン、情報収集 、処理 、検索 などの各種機能 を学習 に積極 的に活 用す ると

と もに、 それ らを通 じて、 コ ンピュー タに関す る知識 や理解を深 め、情報を適切 に活 用す る こ

とがで きる基礎的 な能力 ・態度 を育 て ることを目指 して いる。 なお、中学校で も情報教育 は、

独立 した教科 として位置付 け られてはお らず、学校教育全体を通 して行われ る もの とされて い

るが、 コ ンピュー タの特徴 を理解 し、操作能力を習得す ることを 目標 と して教科 「技術 ・家庭」

の指導 内容の中 に 「情報基礎」 とい う領域が新設 された。 これを中心 と して各教科 、 ク ラブ活

動等 の枠 を広 げ学校 教育全体で計画的 ・組織 的に コン ピュー タを利用 で きるよ うにす るこ とが

望 まれてい る。

2情 報 教 育 の現 状

近 年 、 コ ン ピ ュー タの進 歩 の状 況 は 、高 性 能 ・低 価 格 化 へ と ます ます拍 車 が か か って い る。

1950年 か ら1990年 の期 間 を見 る と、 処 理 速 度 は1000倍 にな った に もか か わ らず 、 価 格 は1000分

の1に 低 下 し、 いわ ゆ る 「価 格 性 能 比100万 倍 」 と いわ れ る現 象 が生 じて い る 。 こ の 結 果 、 コ

ン ピ ュー タの社 会 へ の 普 及 は、 企 業 ・学校 ・家 庭 を 含 め て急 速 に進 行 して い る。 こ こで は 、 特

に学 校 で の利 用環 境 につ いて 整 理 して み る。
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(1)ハ ー ドウ ェア の設 置状 況

学 校 にお け る コ ン ピュー タの保 有 状 況(全 国)
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文部省 「情報教育の実態等に関する調査」(平成4・5年 度)よ り

学校 にお けるコンピュー タの保有状況(東 京都)
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全 国 的 に見 る と、 高 校 で は ほぼ す べ て の学 校 で1教 室 に1人1台 の コ ン ピュ ー タが 、 中 学 校

で は ほ とん どの学 校 で1教 室 に2人1台 の コ ン ピュ ー タが 設 置 され て い る。 ただ 小 学 校 で は 、

約6割 の 学 校 に平 均4.3台 とい う設 置状 況 で 、 ま だ これか ら とい う状 況 で あ る。

小学 校 に お け る情 報 教 育 や コ ンピ ュー タの利 用 が 、前 述 の よ う に仕組 み の 理 解 や 操 作 の 習 熟

よ り も、 「コ ン ピュ ー タ に触 れ 、 慣 れ 、親 しませ る」 とい う こと に重 点 が 置 か れ 、 学 習 や 遊 び

の道 具 と して 使 う こ とを基 本 と して い るの に対 して、 中 学 校 で は、 「技 術 ・家 庭 」 科 に お け る

学 習 領 域 「情 報 基礎 」 を 中心 と して 、 各教 科 ・ク ラ ブ ・部 活 動 等 に指 導 の 範 囲 を 広 げ 、 「情 報

活 用能 力 の 育 成 」 を ね らい と して い る点 に違 い が あ る。 この違 いが設 置 状 況 の差 に あ らわ れ て

い る と思 わ れ る。

機 器 の性 能 に つ いて は、Windowsや マ ル チ メデ ィ ア へ 対 応 さ せ る た め に 、 既 設 置 校 で も旧

型 機 の更 新 。買 い替 え が 進 み、90年 代 に普 及 しは じめ た32ビ ッ ト機 が 大 幅 に導 入 され て い る 。

特 に 、Windowsの 最 新 版 で は 、 ネ ッ トワ ー ク向 けの最 新 技 術 に対 応 して い るの で 、 今 後 、 ネ ッ

トワー ク通 信 を利 用 して 、 音 楽 や ビデ オ観 賞 、 ホ ー ム シ ョッ ピ ング、 遠 隔 地 医 療 な ど 多種 多 様

な情 報 サ ー ビスが 受 け られ る と予 想 され る。 コ ン ピ ュー タが 企 業 の ビジ ネ ス機 器 か ら家 庭 電 化

製 品 とな りつ っ あ る現 在 、 こ う した サ ー ビスの提 供 が一 層 普 及 す る もの と考 え られ る。

小学 校 ・中 学 校 にお いて も、 高速 の 画像 処 理 や教 室 内 のmカ ル ・エi)ア ・ネ ッ トワー ク 化

(LAN化)な ど、 コ ン ピ ュー タの特 性 を活 か し、学 習 指導 の活 性 化 や効 率 化 を 図 って い る 。1

教 室1人1台 、 しか も最 新 の ソ フ トに対 応 で きる メモ リーが 大 き く処理 速 度 の速 い機 器 が 設 置

で きれ ば 、 コ ン ピュ ー タを利 用 した よ り多様 な教 育 活 動 の 展 開 が 可 能 と な る。
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(2)ソ フ トウ ェア の 整備 状 況
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文部省 「情報教育の実態等に関する調査」(平成4・5年 度)よ り

各学校 とも保有 ソフ ト数 は増 え るとともに、市販 のソフ トウ ェアの割 合が高 まって い る。 た

だ し、 コン ピュー タの設置台数 に相当す るソフ トウェアの購入費用や、頻繁 に行 われ るバー ジョ

ンア ップに対応す る費用 は莫大 な ものであ り、充実 した情報教育 を実施す るたあに も、常 に最

新 の ソフ トウェアによる学習指導を行 うことが必要 であ り、 ソフ トウェアの購入 に関 す る予 算

措置 が必要であ ると考 える。

次 に各学校保有 の ソフ トウェアが、 どの教科 に関す るものかを 「情報教育 の実態等 に関す る

調査」 か ら調 べ ると上位か ら次の とお りであ る。

晒こ' 算 数42% 国 語16% 理 科11% 共 通18%
皿

ギ 数 学19% 技術 ・家庭15% 理 科11% 共 通3G%
/二b

蕾 専 門47% 数 学7% 理 科5% 共 通35%

以上 の結 果か ら、小学校で は算数の分野 でCAIが 活 用 され るこ とが多 いため か、 算 数 に関

す る ものが非常 に多 く、中学校 で は幅広 い分野 で ソフ トウェアが利用 されてい る。また、高 校

で は専 門科 目の ソフ トウ ェアが多 いことがわか る。

3活 用状況

コンピュータのハ ー ドウェアの設置状況及 びソフ トウェア保有状況 を東京都 に限 った場合 、

小 ・中学校 で は市 区町村 によ りかな り差があ り、 さ らに同 じ区内において も、学校 に よ り活 用

の実態 は様 々であ る。

(1)小 学校 での活 用状 況

小学校 にお いて は、情報教育が特定の教科 で指導 されてないため、各教科 ごとの活用の実 践

例 もまだ少ないよ うで ある。教材 と して使 用で きるソフ トウェアの開発 や教 員の コ ンピュー タ

活用 に関す る能 力の向上を図 って いるところであ る。

「情報教育実践 の手引 き」で は、 その活用事 例を次 のよ うにあげてい る。
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その勉

　　
データベースによる資料検索l

l

ゲーム的要素による問題解決学習の[
　

1

デザ イ ン ・配 色 ・版 画指導t

身長 ・体重 ・クラフ作成 による分析 『

クラブ活動・ゲ払 騨 なプ・グ・・ング・学習活動詔 待状・手紙づくり・卒業帽

品制作 など{

活用による作文指導 社 会 デ ー タ

ヨンによる実証的指導 算 数 ゲ ー ム

エアによる作曲指導
暁

指導

・献立作 りの指導
図 工 、 デザ イ

の疑似体験学習の指導 躯 潮 身長・

(2)中 学校で の活用状況

ア 「情報基礎」

中学校 「技術 ・家庭」科 に新設 された 「情

報基礎 」 とい う領域 は、中学校 におけ る情 報

教育 の中核 と して新設 された ものであ り、 コ

ンピー一タを利用 して情報を適切 に活用 す る

能力の育成 と コンピュータを操 作す る能 力 の

育 成を 目的 と して いる。

「技術 ・家庭」科 は、木材加工 ・金属加工 ・

電気 。機械 ・栽培 ・情報基礎 ・家庭生活 ・食

物 ・被服 ・住居 ・保育 の11領 域で構 成 され て

いる。この うち、木材加工 ・電気 ・家庭生活 ・

食物の4領 域 はすべての中学生が学 び、 その

他の領域 にっ いて は地域社会や学校 の事 情 に

即 して各学校 が選ん で学ぶ ことになっている。

「技術 ・家庭」科 の教科書 「新 しい技 術 ・

家庭」上(東 京書籍)の 中 で、 「情報基 礎」

の取 り扱 いを見 ると、213頁 中 「情報基礎 」

の内容 は33頁 を占めて いる。 その中に盛 り込

まれて いる中身 は、右表 の通 りであ り、盛 り

}隠 次

}

頁数1

情報 とわたしたちの生活 2

佳 」,ン ピユータの操作と構成

1① ・ ンピ・一 タの基本操作

i② キーボー ドの操作

1③ コ ンピュー タの構成

1

斜

!
3・ ソ フ トウ ・ アの利 用

i
① ソ フ トウ ェ ア とハ ー ドウ ェ ァ

1② ソ フ トウ ェ アの活 用

!i

i
③文書の作成

④図形の作成

⑤データベースの作成

⑥表の作成

⑦データの活用と互換性

16

4.プ ログラムの作成8

5.情 報 化社会 とわた したちの生 活

① コ ンピュー タの発達 と利 用3

②情報 化社会 とわた したち

だ くさん の内容 が限 られ た頁 の中 に納め られて いる。

次 に、教科書 の具体的 な記述を見てみ ると

① 文書処理 では、 ワープ ロソフ トを利用 した学級新 聞の作成 。

② 図形処理で は、図形処理 ソフ トを利用 した文化祭の案 内状 の作成。

③ データベース処理 で は、 デー タベースソフ トを利 用 した学級 デー タベー スの作成 。

④ 表の作成で は、表計算 ソフ トを利 用 した運動会の種 目別得点表 ・学級別得点表 の作成。

⑤ プ ログ ラミングで は、BASICに よる簡単 なプ ログ ラムの作成。

な どが実習例 と してあ げ られてお り、具体的で実践 的な学 習が展開 で きるよ うに工夫 されて

いる。

「情報 基礎」 は新設 領域 で もあ り実践例 もあ まりな いので、現時点 では、教科書 の記 述 を実
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際 の授業 の中で どれだ けこな して いるか はっきりして いない。全て の内容 を学習す れば、 コ ン

ピュー タを操作 す る基本 的な能力や各種 の ソフ トウェアを利用 して情報を適切 に活 用す る能 力

が育成 され ると思われ る。 この 「情報基礎」 の内容をふ まえ、商業 高校 の 「情報処理」 の取 り

組 みを、 コ ンピュータの操 作能力の熟達 や コンピュータに関す るよ り専門的 な知識 ・技 術 の習

得 に置 き、商業 活動 に即 した指導内容 ・方法 の工夫が一層求 め られ る。 そのたあに も、生 徒 自

らが情報 の判 断 ・選択 ・整理 ・処理 ・創造 ・伝達 などがで きる、 よ り高度 な能力 の育 成を はか

るよ うな指導 内容 に して いかな ければな らない。また、中学生の コ ンピュー タに関 す る知 識 ・

関心 が高 くな るにっれ、 さ らに専門的に学 習 したい とい う生徒が商業高校 に興味 を持 つ こ と も

考 え られ る。

イ その他

中学校 で は、前述の 「情報基礎 」を中心 として情報教育 の指導 を各教科 に広 げてゆ くことに

なってい るが、「情報基礎」 が現状 では一般的 に中学3年 を対象 に開設 され て い るため 、 コ ン

ピュー タを活 用 して行 う授業が、計画的 ・体系的に実施 され るまでには至 っていな い。

中学校 の 「情 報基礎」以外の活用事例 と して は次 のよ うな ものであ る。

'学 鍾

舞'.科

語 産

ゲ祇
、 会 マ

葵r;

数 量関係 ・関数 ・図形 ・資料の整理 ・近 似値な どの内容 に関連 した もの を コ ン ピュー

タを利用 して効果的 に学習す る。

実 験 ・観 察 ・観 測な どの探求 や発見 の過程 を支援す る道具 として用 い ることがで きる。

課題学 習や作文指導 にワー ドプ ロセ ッサの機能 を活用す ることができ る。

地理 分野 で ジグソーパ ズルの ようなゲーム感覚 で学 べる ソフ トウ ェアな どを利 用 した

り、更 に進んで経済 などの情 報を、 コ ンピュー タ通信 を通 して ア クセ ス し活 用 す る こ

とがで きる。

グラフ ィックや デザ イ ンの学 習な どに活用 で きる。

上記 の授業例 の よ うに利 用可 能 な分野 は幅が広 く、今後 もマルチメデ ィアの進展や コンピュー

タ通信 の導入 な どにより、 より一 層 コ ンビ}一 タを利用 した学習活動 が増 え ると考 え られ る。
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中学生 ・高校生に対して行った 「情報教育に関するアンケート」の集計結果

本研究委員会では,小 学校や中学校での情報教育等の実態を把握するたあに,各 研究委員の所属校の生徒や今年度,体 験

入学に参加した中学生を対象にアンケートを実施した。

アンケートの内容は,「 パソコンにはじめてふれた時期」 「小学校 ・中学校でのパソコンを利用した学習内容jr商 業高

校での情報教育に期待するもの」などである。

アンケートの集計結果を以下に示したが,約4分 の3の 生徒が中学校てはしめてパソコンにふれ,ワ ープQや 絵を描くなど
の学習は,半 数近くの生徒が中学校までに終えている。

回答数 M'Y

〈体験入学)璽 篇 人
高校生

(研究員の6校)
商業科 情報処理科
211人136入

高飴 欝
琴4?人

1は じめてパソコンにふれたのはいっですか?

(中学生) (高校生)

小学絞以議 小学校 中学撲 書だない 小学絞以購 ノ1・学 校 φ学校 高校入学後

7人3駕 52人19% 207人 了5% 7人3% 欝i漿科 3人1% 31人15% 163人77% 14人7%

椿報科 4人3% 30人22% 93人68% 9人7%

合 醗 7人2% 61人17%
「

256人74% 23人7%

2パ ソコンで学習した内容にっいての質問 複数回答可

ノ1・学校でパソコンを使用した内容は何ですか?

車 学 生(鮒
し

商 業 科{%)… 情報処轡 薯〈%〉
じ

高校舎計 編}

韮お繧かきをもた

慧ワープOを 学習した

3学 習ソツトで学習した

4そ の他

5パ ソコンを使用しなか触た

2正入(8)

6人(2)

10人(4)

9人(3)

146入(53)

15人(7>9人(7)

6人(3)4人(3)

12人(6)9人(3)

4人(2)7人(5>

151人(71)76人(56)

24人(7)

10人(3)

16人(5)

i1人(3)

227人(65)

中学校の 「技術家庭Jの 授業でパソコンを利用して学習した内容は何ですか?

φ 学 生 儒}
属

商 業 科 《%)i情 報処理鵜 《%)
噂

高校合計 《%)

舞プ琢ダ夢ムを学習払た 54入(20) 52人(25)20人(15) 72人(20)

馨ワープロを学習した 136人(50) 119人(54)53人(39> 167人(48)
彗衷針算ソフ}を 学習した 33人(12) 23人(lll27人(20) 50人(1の
4学 翌ソフ}で 等鞍 した

5パ ソニン遍儒

52人(19)

5人(2)

31人(15)21人(15)

2人(1)1入(1)

52人(15>

3人(1)

s絵を描いた 129人(47> 107人(51)76入(56) 183入(53)
アその弛 49人(18) 51人(24)27人(20) 78人(22)
getソ コンを使用しなかつた 3亘人(11) 22人(10)6人(4){ 28人(8)

3高 校でパソコンを利用して何を学びたいですか?複 数回答科

・ 1

中 学 生 (%) 商 業 科 《%li愉 礁 翻(%} 蕎校 合Ail¥

1興辣無い io人 (4) 36入 (17) 9人 (7) 45人 (13)
2ヅ 旨グラム 60入 (22) 58人 (27) 38人 (28) 96人 (28)
3ワ ープロの学賛 144人 (53) 93人 (441 59人 (43) 152人 (44)
4i農計算ソフ 湊の学習 39人 (14) 22人 (10) 18人 (13) 40人 (12)
5検定試験 94人 (34? 48人 (23) 65人 (48) 玉玉3人 (33)
B 113人 (41) 66人 (31) 57人 (42) 123人 (35)
7グ5ツ4ッ ク 115人 (42) 79人 (37) 64入 (47) 143人 (41)
8その弛 7人 (3) 20人 (9) is人 UO) 34人 (10)
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皿 商業高校の情報処理教育の現状

1ア ンケ ー トの集計結果

今回、商業 高校 にお ける情報教育 の現状 を把握す るために、都立商業高校 で情報処理教 育 を

担 当 して い る教諭 を対象 とした ア ンケー ト調査 を実施 した。 この調 査結果を参考資料 に、商 業

高校 での今後 の情報教育 を考 え る一 つの方 向を見 い出せ るので はないか と考 え た。

織 慧魏 寧叢欝藩 慧黙 響飼嗣

(11検 定試験 の現状

1細i糠 校嘆 獅 てい硝 鞭 理科鱒 膿 定試験は嫌 すか0

(1)情 報 処理検 定 ② コ ン ピュ ー タ利 用 技 術 検 定

商業科 情報処理科

全員
受験
希望者
のみ 合 計

全員
受験
希望者
のみ 合 計

全商3級 9 7 is 3 0 3

全商2級 i 7 8 8 0 8

全商1級 0 3 3 s 0 s

通産省2種 0 i 1 0 3 3

全経3級 0 0 0 1 0 i

全経2級 0 0 0 i 0 i

合 計 lfl 18 28 is 3 22

質問2構 報処理関遼の検定を譲施 しでいる理曲をお聞か鞍筆さい◇

商業科 情報処理科
a. 資格 として、就職に役立たせたい。 14 9

b. 勉強 させるため。 14 7

C. プT7グ ラ ミング ・言語などを使う進路に進んでほしい。 3 3

d 表計算 などアプ リケーションソフ トを使えるようになってほしい。 11 4

e. その他(進 学に必要なため) 1 1

合 計 43 24

情報処理検定(プ ログラ ミング)は 、商業科 ・情報処理科を問 わず多 くの学校 で受験 して い

る。 ただ し、商業科 では、希望者 のみの受験 の比率 が高 いの に対 し、情報処理科 の場 合は延 べ

22校 中19校 と全員受験 の比率 が高 い。特 に、プ ログラ ミングの基本的知識 と して必要 な2級 が

8件 と最 も多 い。

コ ンピュー タ利用技術検定試験 は、導入 されて間が ないが、商業科 ・情報 処理科を問 わず 、

受験 の希望 は多 い。なお、当該検定 の受験 を実施 して いない商業科が、上記 の他 に2校 ある。

情報 処理関連 の検定試験 を実施 して い る理 由 と して多 いの は、 商業 科 ・情報 処 理科 と もに

「資格 として就職 に役立 たせ る」 ことであ る。次 いで、「勉強 させ るため」 であ る。特 に、情 報

処理科 で回答校数9校 す べてが資格取得を考えて いることが注 目され る。

また、商業科 の11校 が 「アプ リケー ションソフ トを使 え るよ うにな って ほ しい」 と回答 して
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い る の は、 商 業 科 の指 導 の 重 点 が プ ロ グ ラ ミン グか らア プ リケ ー シ ョ ンソ フ トの 活 用 へ と移 行

して い る こ とを 示 して い る。

質 問3プ ログラ ミングの指導 につ いて、

② プ ログ ラ ミ ング の指 導

指 導 の対 象 とな る プ ロ グ ラ ミン グ言 語 は 、商 業

科 が 「BASIC」 、 情 報 処 理 科 が 「COBOL」 と い え

る。 情 報 処 理 科 で は、 ほ ぼ全 て の学 校 で 「COBO

L」 を 必 修 に して い る。

「質 問1② 」 か ら もわ か る よ うに、 全 商 の 「コ

ン ピュ ー タ利 用 技 術 検 定 」 が 始 ま った こ とで 、 商

業 科 にお いて は ア プ リケ ー シ ョ ンソ フ トの学 習 指

プ篇グラ ミングを指導する際、指

導 している言語は何ですか

iti C BASIC FORTRAN

商業科 3 0 13 0

情報処理科 8 0 3 0

合 計 11 0 is 0

導 に重 点 が置 か れ る よ うに な って きて い る。 その た め 、商 業 科 の プ ロ グ ラ ミン グの指 導機 会 が

減 り、「BASIC」 を 必 修 と して い る学 校 が少 な くな って き た と いえ るの で はな いだ ろ うか 。

(3)

「情報処理」の授業では、実社会のニー

ズに対応 した内容や コ ンピュータの実 用

性 ・便利 さを指導す ることに重点が置 か

れて いる。一方、資格 取得 につ いて はあ

まり重視 して い る とはいえ ない。 「質 問

1」 で は就 職 に役立たせ るために検定 を

実施 してい る学校 が多 い結果 が出て い る

が、 ここで は授 業の中心 的 目標 を単 に検

定 の合格 に置 いてい るとは言 えない結 果

が でて い る。

これは、科 目を担 当す る教員が、生 徒

に 「情報処理 」の基礎的 ・基本的な内 容

科 目 「情報処理」の指導 目標 と基礎的 ・基本的 内容

科鍵 罫韓織処理」1の授業で、特に力を入れ1

.て 搬導1し薦犠 る癒 嫁何癒すか。 ・

商業科 情報処理科 合計
aコ ン ピュー タの 実用 性 、便利

さを生徒 に伝 えた い.
15 4 19

b資 格取得が中心の授業であ 4 5 9
c実 習等を通して、講義ではで

きない担当教員と生徒の交流 3 3 6

、難 鐵 翻 触)で の
ニーズに少しでも対応 した授

業を心がけている.
is 7 25

eキ ー ボー ドを早 く打 て るよ う

な 指導 を してい る。
6 i 7

fプ レゼンテーションができる
ような授業に重点をおいてい 3 i 9

gそ の他 コン ピュー タ の基礎 知識 を正 しく修 得 し、 ニ ン ピュー タ

を積極 的 に使 い 一なす能 力 を養 い たい.

を理解 させ る とともに、実習を通 して確実に身に付 け させ ることに重点を置 いた授業 を心 が け

て いるためと考 え られ る。

質 問5繭 業 高校 にお ける梼報処理 の基礎的 ・基本的 な捲導箏項 はどのよ うな内容かC1

商業科 情報処理科 合計
a情 報処理検定3級 の内容 13 2 15
b情 報処理検定2級 の内容 z 7 9
cコ ン ビ_一 タ利用技術検定3級 の内容 ai 2 23

6 6 12i蕎 赫 薇繕 麗黎鑑 本的内容 6 3 9
fパ ソコン雑誌によく記事として扱われる内容 王 2 3
gパ ソコンのパ ンフ レッ トの仕様一覧に記載 されている内容 呈 1 2
hパ ソコンや周辺装置のパンフレットに記載されている内容 3 3 6
i脅 宅 でパ ソコンを利 用するのに必要な内容

(OS、 ソフ トインス トール、 トラブルの対処法など)
9 3 12

j最 新 のコンピュー タ情報

(最近の ソフ トウェア、ハー ドウェア、利用形態につい
is 5 17
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検定 につ いて みる と、多 くの学校で商業科 は3級 、情報 処理科 は2級 までの範 囲を情報 処理

に係 わ る基礎 的 ・基本的 な学習内容 と位置付 けて いる。また、検定以外 で は、 コ ンピュー タの

身近 な利 用方法や問題、最新情報 につ いて も、基礎 的 ・基本 的な事項 として授業 内容 に取 り入

れ る必要があ る といえる。 しか し、 どの程度の内容を取 り上 げ るべ きかは、今回の ア ンケー ト

で は明確 にな って いない。っ ま り、情報処理の分野 は技術進歩 が速 いため、教科書 に記載 され

ていな い内容 に踏 み込 む ことが多 く、学習範囲や到達 目標 が不 明確 にな る恐 れが ある。 その場

合 、担 当 して いる教員 が話 し合 いなが ら、特定の知識 ・技 術に偏 ることな く指導 す ることに注

意 を向 けなけれ ばな らない。 また、教科書 に記載 されて いな い内容 にっいて は、プ リン ト等 の

資料 で補 うことがで きるが、実習 にっ いて それを ど う補 って い くのか課題 が残 る。

パ ソコ ンのパ ンフレッ トに記載 されている内容を基礎 的 ・基本 的な事項 と して考 え る人 は少

ないよ うであ る。 しか し、パ ソコンにっ いての知識 が最 も役立 っ場面 として、パ ンフ レッ トの

記載 内容を理解す る ことがあ るのではないだ ろ うか。情報 処理 を学習 したに も関わ らず、パ ソ

コ ンを 自分で選択 して購入す ることがで きない生徒が いる現実を考 え ると、パ ンフ レッ トを教

材 と して利用す る ことも情報処理教育 として適 当なので はないだ ろ うか。

(4)今 後 、指 導 す る う え で必 要 と され る ソ フ トウ ェア

ソフ トウ ェアの購 入や購 入希望 はWindows

環 境 で 利 用 で き る ソ フ トウ ェア に対 す る要

望 が 多 い。

Windows環 境 に お い て も、 表 計 算 ソ フ

ト、 ワ ー プ ロ ソ フ トに対 す る要 望 が多 い の

は、DOS環 境 下 と変 わ りが な い 。 一 方 、

プ ロ グ ラ ミン グ言 語 に っ い て み て み る と、

Windows版COBOLへ の 要 望 が 比 較 的 多 い

よ うに 思 え る。 従 来 、汎 用 機 中 心 のCOBO

L実 習 が 、パ ソ コ ン中心 の 実 習 へ と移 行 す

る過 渡 期 に な って い る と言 え る の で は な い

だ ろ うか 。 ま た、 注 目す べ き こ とは 、上 記

の ア ンケ ー ト結 果 か ら 「ア プ リケ ー シ ョ ン

ソ フ ト」 を 中 心 と した学 習 の比 重 が増 え て

きて い る 現 状 に も関 わ らず 、Windows環

境 に お け る プ ロ グ ラ ミン グ ソ フ トに対 す る

要 望 は以 外 に多 い とい え る。

質闘6今 後、科摺r情 報処理コの指導を展開 し

ていくうえで、r購入する」 か 甲購入 した

1い」 と思われるソフトウェアは何ですがO

商業科 情報処理科 合謙
aWindows 19 5 24

bMS-DOSの 最 新バ ー ジ ョン 9 4 13

cOS/2 i 1 2

dWindows版 ワープ ロソフト 18 5 23

eWindows版 表 計 算 ソフト 20 5 25

fWind。ws版 グ ラフィ〃 スソフト 13 3 is

gWindows版 プ レセoンテーションソフト ii 3 t4

hWindows版 オー剥 ング ソフト 5 i 6

iWindows版VisualBasic u 3 14

jWindows版COBOL 9 6 正5

kCOBOL(汎 用機 、MS-DOS版) 0 3 3

iマ 励 デTアを体験 で きる ソフ ト 7 3 10

m会 計 ソフ ト 6 2 8

nTRUEBASIC 0 0 0

oMS-DOS版 表 計 算 ソフト・ワーフ.ロソフト z z 4

pCASEツ ール 2 1 3

rそ の他 BASIC98(Win)

桐

⑤ 情報処理関連科 目群の就職後の応用状況について

商 業科 ・情報処理科 を問 わず、 ほ とん ど全校で 「役 に立 ってい る」 と回答 して いる。 その お

もな理由 と して は、各企業 ともOA機 器が整備 されてい るため、それ らを操作 す るたあに、情

報処理 関連 の基本的知識 を少 しで も知 って いるだ けで も、す ぐに対応 で きるということである。
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また、企業 に導入 されっっあ る表計算 ソフ ト

や ワープ ロソフ トの知識 ・技 術の習得 は企 業 に

大 変評判 が よい。

その反 面、「知 識 が全 くな い状態 で の入 社 の

方が覚 えが早 い」 とい う意見 も商業科で13校 、

情報 処理 科で4校 が回答 して いる。その理 由 と

して、情報処理科 に関す る知識 は、中途半 端 に

終わ りやす い、 との指摘 もある。

大変困難 な問題 であ るが、 「プ ログ ラ ミング

中心 の指導か らアプ リケー ションソフ トを中心

と した指導へ切 り替え る」 など、早 急な対 策 が

必要 であ る。

質問9企 業の求人で、学群を据定 して来る企

業はありますか。

質問7憶 報処理 関連科 欝群 の学習が就職 、
'壕
、、綬に立 っで癖ると患 いますか。

商業科 情報処理科
a.大 変 、役 に 立 って い る。 5 1

b.多 少 は、 役 に立 ってい る。 19 7

c.無 回 答 0 1

合 計 24 9

一
・とい襯 糠 側聯 ・と州

摘があります。貴校 は・ こうした意i

発についてどう思われますか。
3

戯 態で入社した方が覚えが早い」}

商業科 情報処理科
a.あ る 。 7 3

b.今 の と ころな い。 15 5

c.無 回答 2 1

合 計 29 9

商業科 情報処理科
a.正 しい と思 う。 i i
b.多 少 は、正 しい と思 う。 iz 3
C.そ ん な事 は、 絶 対 に ない と思 う。 9 4
d.無 回答 ・わ か らな い 2 1

合 計 24 9

企業 の求人 で、商業科 、情報処理科 などいわゆ る小学科 を指定 して くる企業 は ア ンケー ト調

査 の結果か らは、それ ほど多 くはない。 ただ し、情報関連企業 の求人で職種 がプ ログラマ ーの

場合 は、3校 において情報処理科 を指定 してい る事例が ある。

2ア ン ケ ー トか らの 現 状 分 析

ア ンケ ー トの集 計 結 果 よ り、 商 業 高 校 の情 報 処理 教 育 の現 状 を い くっ あ げ る と次 の よ う に な

る。

(1)科 目 「情 報 処 理 」 に お いて 、プ ロ グ ラ ミ ング言 語 か ら ア プ リケ ー シ ョン ソ フ トを利 用 した

学 習 へ の重 点 の 移 行

この 移 行 は、 商 業 科 にお いて 顕 著 に見 られ る現 象 で あ る。 情 報 処理 科 は、 プ ロ グ ラ ミン グ言

語 を 中 心 と した学 習 内 容 が 組 まれ て い るが 、 そ の一 方 で、 アプ リケ ー シ ョンソ フ トの指導 も行 っ

て い る と いえ る。 なぜ 、 ア プ リケ ー シ ョン ソ フ トの指 導 が 学 習 の 中心 に な って き たか に っ い て

は、 次 の 点 が 考 え られ る。

① 科 目 「情 報 処理 」 の指 導 内容 に、 アプ リケ ー シaン ソ フ トを利 用 した デ ー タ処 理 に関 す る

項 目が大 幅 に盛 り込 まれ た 。

② 全 商 で 「コ ン ピュ ー タ利 用技 術 検 定 」 が行 われ る よ うに な った 。

③ 実 社 会 で は 、パ ソ コ ンを利 用 したLANが 構 築 され 、パ ソ コ ン用 の ア プ リ ケ ー シ 訟 ン ソ フ
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トが広 く使 われ るよ うにな った。

情報 教育 は、常 に、実社会 の現状 を把握 し、対応 していかなければな らな い学 習分野 と して

の性格 が あ り、 アプ リケー ションソフ トの利用が重要視 され ることは必然 的な ことと考 え られ

る。情報 処理 の学習が、就職後 も役立つ ものであ って欲 しいと思 うのは、担 当教員 の共 通 の願

い といえ る。

(2)Windows環 境 と技 術 進 歩 に対 応 す る 必 要 性

ハ ー ドウ ェア ・ソ フ トウ ェ アの技 術 進 歩 は め ざ ま し く、 パ ソ コ ンで はWindows環 境 が 当 然

とな っ て い る社 会 の現 実 を考 慮 し、Windowsに 対 す る要 望 が 強 ま って い る 。DOS環 境 下 で

は利 用 しに くい機 能 を容 易 に利 用 で き る ことが 多 く、 実務 上 で も使 い こな す こ とが求 め られ る

た め で あ ろ う。

こ う した環 境 の変 化 に よ り情 報 教 育 にお け る基礎 的 ・基 本 的事 項 の 内容 が変 わ って い くの は

当然 と いえ る。 そ して、 教 科 書 で は対 応 しきれ な い、最 新 の コ ン ピ ュー タ情 報 を 、生 徒 に指 導

す る こ とが 必 要 で あ る。 そ の た め、 教 員 は、 常 に最 新 の情 報 を収 集 し、 新 しい知 識 。技 術 を 修

得 す る よ うに心 が け る ことが 大 切 で あ る。 さ らに 、 ネ ッ トワー クやパ ソ コ ン通 信 の よ う に、 情

報 処 理 教 育 の基 礎 的 ・基 本 的 な学 習 内容 に新 た に加 わ った事 項 にっ いて 、今 ま で に な い学 習 内

容 を ど の よ うに 実 習 させ て い けば よ いの か 、十 分 検 討 しな け れ ば な らな い。

(3}新 しい プ ログ ラ ミ ング学 習

商 業 科 に お い て プ ロ グ ラム言 語 「BASIC」 を指 導 す る学校 が 少 な くな って きて い るが 、 一 方

Windows環 境 下 で の プ ロ グ ラ ミ ング言 語 の指 導 に っ い て は注 目を 集 め て い る。 そ の 代 表 的 な

言 語 と して 「VisualBasic」 を 挙 げ る こ とが で き る。 従 来 の 「BASIC」 は 、 や や もす る と 「全

商 情 報 処 理 検 定 」 を前 提 と した指 導 内 容 が 中 心 で あ った が 、「VisualBasic」 は検 定 の 内 容 を 指

導 す る言 語 と して はふ さわ し くな い。 っ ま り、 プ ロ グ ラ ミン グ学 習 が検 定 か ら離 れ 、新 しい 指

導 内容 と して 、 パ ソ コ ンを 使 い こ なす一 っ の手 段 に な り得 る と考 え られ る。

情 報 処 理 科 に お いて は、 今 後 もプ ロ グ ラ ミン グ学 習 を 中心 と した学 習 指 導 が 行 わ れ る と考 え

る が 、 これ ま で の汎 用 機 中心 のCOBOL実 習 か ら、 パ ソコ ンを 利 用 したCOBOL実 習 に移 行 し

て い る学 校 が 多 くな って い る。

(4)情 報 処理 教育 にお ける検定試験

商業高校 にお いて、検定試験 は重視 され る傾 向にあ り、情報処理科 においては情報 処理 関 連

の資格取得 が大 きな学 習 目標 になって いる。商業科 で も、資格取得 に力 を注 いでい る学校 は少

な くない。 そ して、資格取 得 は就職 や生徒 の学習へ の動機付 け、到達 目標 の設定 な どに役 だ っ

て いる と考 え られ る。 しか し、検定合格 を重視す るあま り、検定試験の答案練習 や補習等 を 繰

り返す など著 しく検定合格 に偏 った指導 を行 うことが、本来の情 報教育の 目標を見失 うことに

な りかね ないのではないか と考 え る。特 に、「情報処理」 は基礎的 ・基 本 的 な内容 を重 視 し、

デー タを処理す るのに必要 な項 目を広 く学習す る科 目と して指導 す ることが求 め られて い る こ

とを忘 れて はな らない。
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IVコ ン ピュー タを取 り巻 く社 会の現状

1情 報 化社 会 の進 展

1970年 代 の 後 半 に情 報 化社 会 と言 わ れ は じめて か ら、約20年 ほ どが経 過 した 。

情 報 化 社 会 と は、情 報 の 役割 が重 視 され る社 会 を 言 うが 、初 期 の 頃 は 、 企業 内部 にお け る経

理 事 務 の コ ン ピュ ー タ化 や情 報 関連 産 業 の誕 生 な ど企 業 レベ ル の情 報 化 で あ った が 、 そ の 後 、

パ ソ コ ンや ワ ー プ ロが 家庭 に ま で普 及 し、社 会 全 体 が情 報 に対 す る依 存 度 を 強 め て い っ た。

社 会 全 体 が 多様 化 して きて い る こ とで 、情 報 の 在 り方 も変 わ って きて い る。 画一 的 な情 報 収

集 か ら個 性 に応 じた情 報 を提 供 す る時代 に な って きて い る。

私 た ち の情 報 源 と言 え ば 、新 聞 や雑 誌 、 テ レ ビ ・ラ ジオ な どで あ るが 、 そ れ ぞ れ別 の メ デ ィ

ア か ら情 報 を収 集 して い た 。

っ ま り、 文字 は新 聞 や雑 誌 、音 声 は電 話 や ラ ジ オやCD、 映 像 は テ レ ビや ビデ オ とい う よ う

に別 々 に な って い る。 しか しこれか らは、 ひ とっ の パ ソ コ ンで文 字 も音 声 も映 像 も表 示 で き、

さ らに 、 デ ジ タ ル化 した通 信 ネ ッ トワー クで そ う した情 報 を や り と りで きる時 代 へ と移 行 して

きて い る。 この こ とを最 近 で は 、 マ ル チ メ デ ィア と呼 ん で い る 。21世 紀 に 向 か って 、情 報 は い

ろ い ろ な形 で使 わ れ るよ うに な り、 ます ます重 要視 され て くる。

● マ ル チ メデ ィア時 代 へ の移 行

¥」

通 信

L」

匠,励 ド

双 方 向性

(voa}

マルチメテ"イア

通 信

マルチメテ"イ ア

バ ソコン
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2情 報処理教育 に期待する もの

今学校 では、主体 的な学 習活動 が実現 で きるよ うに 「自 ら学ぶ意欲 」 「社 会 の変化 に主体 的

に対応 で きる能力 」「基礎 ・基本 の徹底」「個性 を生かす教育 の実現」を 目指 そ うと して いる。

現 在、商業高校 にお ける 「情報処理」 の指導 内容 を見 ると、前述 のア ンケー ト結果 か らもわか

るよ うに、 プ ログラ ミング言語 の指導 とアプ リケー ションソ フ トの利用 とに分 け ることが で き

る。今後 、情報教育 に期待 され るところは、実社会 に出て即戦力 にな り、 その後 も時 代の変 化

に対応 で きるよ うな能力 や態度 を確実 に身 に付 ける指導を行 うことであ る。 こうした ことを踏

まえ、情報教育 で は、次 のよ うな点 に重点 を置 いた指導が大切で ある。

㊤ コンピュータの基礎的な知識の習得

② 問題解決能ヵの育成

③ プレ檎 ンテーシ導ン能力の育成

(1)コ ン ピ ュー タ の 基礎 的 な知 識 の 習得

ア ンケ ー トの結 果 に よ る と、 情 報教 育 に お け る基 礎 的 な知 識 とは情 報 処 理 関 係 の検 定 試 験3

級 の 範 囲 程 度 と読 み と る こ とが で き る。

コ ン ピ ュー タ本 体 の仕 組 み や周 辺 機 器 の役 割 にっ い て理 解 させ 、 様 々 な ア プ リケ ー シ ョ ン ソ

フ ト(ワ ー プ ロ ・表 計 算 ・デ ー タベ ー ス な ど)の 基 本 操 作 を マ ス タ ー させ る ことが大切 で あ る。

情 報 化 社 会 と呼 ば れ るな か 、今 後 い っそ う私 達 が コ ン ピュ ー タ との 係 わ りが 多 くな り、情 報 の

管 理 や 情 報 の扱 い方 に っ い て も指 導 して い く必 要 が あ る。

② 問題解決能力 の育成

多様化 した生徒 に対応 す るために は、まず個性 を生か した教育を して いくことが大切である。

その ためには、教 師か ら一方 的に教材 を与え るよ うな記憶中心 の学 習指導や内容 ではな く、生

徒 の能力を積極的 に引 き出す ことができるよ うな学習指 導や内容 を行 わな ければな らない。

つ ま り、学習 によ り身 に付 けた知識 や技術を基 に して、 自 ら課題 を発見 し、その解決 を図 る

ことが で きる能力 や態度 を育成す ることが必要で ある。

(3}プ レゼ ン テー シ ョ ン能 力 の 育 成

最 近 で は、 プ レゼ ンテ ー シ ョ ン用 の ア プ リケ ー シ ョンソ フ トも開発 され 、企業 もプ レゼ ンテー

シ ョ ンに係 わ る能 力 向上 の た め の研 修 にカ を 入 れ て きて い る。

プ レゼ ンテ ー シ ョ ンは、 学 習 した こ との総 ま と め と いえ るが 、調 査 ・研 究 した成 果 を大 勢 の

人 前 で 発 表 で き る能 力 を身 に付 け させ る こと が大 切 で あ る。 自分 た ちで い っ た い何 を し、 そ れ

が どん な効 果 を 生 む のか 、 ま た 、 ど ん な結 論 が 出 たの か 、 を納 得 して も らえ る よ うな発 表 を し

な け れ ば な らな い。

な お 、 プ レゼ ンテ ー シ ョ ン能 力 を育 む 指 導 を 行 うに当 た って 、指 導 の 効 果 を一 層 あ げ る こ と

が で き る よ うにす る た め に、 ビデ オ教 材 、OHPや プ ロ ジ ェ ク ター な どの機 器 を 選 択 して 使 用

す る こ とが 大 切 で あ る。
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●基礎能力の育成
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(4)マ ルチメデ ィアの活用

情報化社会 に ともない、最近 ではマルチ メデ ィアが注 目を集 めて いるが、今後 の情報教 育 を

行 うにあた っては、 この点を十分 に考え た取 り組 みを してい くことが必要 である。

マルチ メデ ィアを利用す る ことによ り、マ ルチ メデ ィアの もっ対話性 やデー タを共 用 して情

報 を 自由 に交換 で きるなど、様 々な学習形態が考 え られ る。従 って、単 に情報 を受 け身的 でな

く、 自分 たちで情報 を収集 し、 それ をまとめて整理 し、作 り上 げた ものを利用す ることが大 切

で ある。 こうした時代 の中 で、 これか らの情報教育 は、情報機器を有効 に使 いなが ら、前述 の

3点 に結 びつ くよ うな指導方法 を考えて いか な くて はな らない。

マルチ メデ ィアの概念 が広 いだけに何を どのよ うに利 用 していけば良 いのか、が課題で あ る

が、既存 の ソフ トを有効 に活用 しなが ら、 自分 たちで独 自のデー タベースな どを作 り上 げ、 そ

れを利用 してい くことが大切 であ る。

● マルチ メディア教 材の利 用方法

学

習

の

目

標

設

定

囹
基

本

操

作

ン

ピ

ュ

ー

タ

蒲
萄 圏

作

圏

叢
饗

」

3実 社会が求め る情報教育に関す る能力

21世 紀を迎え るに当た って、新 しい社会を築 くには何 が必要 かを考え る とき、や はりそれ は

人の力、っ ま り 「入材」 とい うことになる。それで は、今 日の情報化社会 において、 どの よ う

な人材が求 め られて いるか。 ここでは、企業を中心 に どのよ うな情報処理能力 が どのよ うに位

置付 け られて いるのか、さ らにどのよ うな専 門的能力 が求 め られてい るかを考 えてみ る ことに

す る。
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1980年 代 半 ば以 降 、情 報 化 を取 り巻 く社 会 環 境 は大 き く変 化 す る と と も に 、 「情 報 化 」 自体

も大 き く変 わ って きた 。特 に、1990年 代 に は い り、下 の表 の よ うに 、不 況 下 に お け る情 報 化 の

模 索 や情 報 産 業 に お け る産 業 構 造 の変 化 が起 こ った 。

「ダ ウ ンサ イ ジ ング」 「エ ン ドユ ー ザ ー コ ン ピュ ー テ ィ ング(EUC)」 「ネ ッ トワ ー ク化 」

な ど が急 速 に進 展 し、 ど こで も誰 で もコ ン ピュー タを利 用 す る ことが で き る社 会 環 境 に な って

い っ た 。 さ らに 、 文 字情 報 だ けで はな く、画 像 や音 声 等 の 情 報 媒 体 を 有 機 的 に結 合 し、 よ り付

加 価 値 の高 い情 報 を取 り扱 うマ ル チ メデ ィア が注 目を 浴 び る よ うにな って き た。

● 情報化に伴う労働力の変化

鷲鎌:;播 癒蕪.分 、 増加した企業の翻合 現象 した企業の割合

裂.
∵適 漣 遜 蝶 末のeレ ータア、 95.4 0.7i

,;,晴 細 メ揃:燕耀 勃 従鵜 61.0 6.8%

,」単 ぐ純い案 毒:φ
.従`凄 者 ㌃ 6.4 50.9

A

.∵:為 愚 、律、、粟 く負 ゆ 比 率 29.9 10.5

∵1困蒔七
・社'部'穆:ゆ 七謎 業 考

io.7i 26.9

;}雀場1愈:営期:耀 晦 従轄 3.9 24.7

雇用情報 セ ンター 「情報 ネ ッ トワーク化 の進展 と組織 ・仕事 の変化 に関す る実態調査」

(1990年)に よ る

● ダウ ンサ イ ジングの対象業務

業 務 誉
、、 漂 痩 鰐 玖嚇 躁蜘 例'

、 梅 ＼

営 業 ・販売管 鶏 ∫ 販売 情報の提供、見積 もりの作成 、受注管理 、オー ダーエ ン トリー等

購 買 ・ 資 材 管'親 、
、 ＼ ℃
資材 ・部品の管理 と計画、在庫 ・出荷管理 等

生 産 ・工 場 管 連 工程管理、生産計画 等

技衛 。設計 ・硬究開発 技術情報管理、CAD、CAM等

経理 。財務 ・原衝管理 入出金処理、経費処理、電子伝票、予算編成、原価管理、評価 等

総 務 ・ 人 事 入金事務、出退勤管理 等

情 報 化 社 会 が求 め る人 材 は次 の よ うな2っ に分 類 す る こ とが で き る。

① シス テ ムエ ンジニ ア、 プ ロ グ ラマ な どの高 度 な知 識 を 持 っ 専 門 的 な技 術 者

② ① 以 外 の入 材

パ ソ コ ンを は じめ と した情 報 機 器 は、 技 術 の 急 速 な進 歩 に よ って 小型 化 、 低 価 格 化 す る と と

もに操 作 性 も向 上 して い る。 多 くの人 々が 情 報 リテ ラ シー を身 に付 け 、専 門 的 な技 術 者 と と も

に 、情 報 化社 会 を一 層 発 展 させ て い くため の 人材 とな る こ とが で き る能 力 を有 す る よ うに な っ

た。 専 門 的 な技 術 者 以 外 の 人 材 の うち 「コ ンピ ュー タ端 末 の オ ペ レー タ」 の必 要 性 は前 ペ ー ジ

の 表 に示 した よ うに95.4%と 高 い。 ま た、 「コ ン ピュ ー タ端 末 の オ ペ レー タ」 の業 務 内 容 に つ
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い て は、 前 ペ ー ジの 「ダ ウ ンサ イ ジ ングの業 務 内容 」 に示 した よ うに 、非 常 に多 岐 にわ た って

い る。

な お 、各 業 務 に係 るEUC推 進 の 中核 とな る人 材 を 「シ ステ ム ア ド ミニ ス トレー タJと 呼 び、

通 産 省 が主 催 す る情 報 処 理 技 術 者 試 験 が 対 象 とす る情 報 処 理 技 術 者 の一 つ で あ る。 この シス テ

ム ァ ド ミニ ス トレー タ試 験 は 、以 下 に示 した試 験 内容 か ら、商 業 高 校 卒 業 生 で も受 験 が可 能 で

あ り、 今 後 、 生 徒 へ の指 導 を検 討 す る必 要 が あ る と考 え られ る。

=φ簿 翼 講 旛 難 雲膿 選に従箏する者_す る試験である.
1③癬 欝 鰹 業醸 の搬 繍 鮪 し・陣 澱 肚 囎 鞭 ステムの酬 醐 する実

驚 轡 鯛 脚 　 編 法に関する購 嬬 郷 鱗
システ ムア ドミニス トレー タ試験 では、受験資格 に制限がな く、幅広 い年齢層 の受験 者 に受

験機会 が与 え られて いる。 さらに、出題 内容をみて も専 門的な知識 が要求 され るものの、パ ソ

コンや表計算 とデータベースに関す る問題 では、初級程度 の体験 と知識 があれば十分対応 で き

る問題 もあ る。

商業高校 にお ける情報教育 を とお して実社会が求 めてい る人材 を育成す る際 、高度 な内容 が

要求 され るプ ログラマの育成 よ りも、 コ ンピュータの操作 やアプ リケー ションソフ トを活 用 し

て企業 が求 める付加価値 の高 い情報を作成す ることがで きる人材 の育成 に重点 を置 くことが必

要 である。企業 か らの求人票 に も 「ワープロ ・コンピュータの操作 ので きる人」 と記載 され て

いる もの も多 い。

事務職や営業職 など職種 は様 々であ って も、企業 の中で コ ンピュータ等 のOA機 器 を活 用 す

る機会 は多 い。従 って、商業高校在校 中に情報処理 に係わ る知 識や技術を確実に身に付 けさせ、

パ ソコ ン等を利用 して報告書や企画書 な どの文書 の編集 。作成能力を育成す ることが必要 で あ

る。

一18一



V年 間指導計画案

-

1

9
臼

0
0

4

年 間指導計画案(1)

科 目 情報処理

対象学年等 商業科1学 年3単 位

指 導 内 容 小学校 ・中学校 におけ る情報教育 の学習内容を踏 まえた指導例

指 導 目 標 コ ンピュータとその利用に関す る知識 と技術 を既成 の ソフ トウェアを活 用

した実 習を通 して取得 させ るとともに、情報 の意義 や役割 にっ いて理 解 させ

ることによ って、情報 を適切 に処理で きる能力 と態度を育成す る。

⑤ 年間指導計画案

①

②

③

④

⑤

タ ッチ メ ッソ ドを習得 させ る

文書 処理 に関 す る知識 と技術 を習得 させ る。

各種 の集計情報 の作成 ・評価 ・利用を積極的 に行わせ る。

各取扱 説明書 、 ワープ ロ漢字辞典等を活用 させ る。

コン ピュータを利 用 した画像処理等 の作品を制作 させ る。

学
期
月 項 目

時
数 学 習 の 内 容

『

留 意 点

1 4

[
0

ρ0

7

・オ リエ ンテー シ ョン

・コンピュータと社 会

。ワープ ロソフ トを利

用 した文書作成

・表計算 ソフ トの概要

と活用(1)

io

15

15

・タ ッチ メソッ ド

・キーボー ドの役割(ポ ジショニ ング等)

・日本語等 の入力(ロ ーマ字入力 、コー

ド記号入力)

・ワークシー トの操作(列 幅 、 ファイル

操 作

・データの入力(数 値
、文字)

・計 算式(加 減乗除)

・統計 関数①(合 計 、平均値 、最大 、最

小、罫線 、 グラフ、課題演習)

・タッチメソッドの練習は、毎

時、授業の導入部5分 間程度

行う。

・ワープロ漢字辞書や取扱説明

書の活用を図 る。

・数式と関数の相違点を理解さ

せる。

。課題演習により学習 した知識

や技術の定着を図 る。

2 ・表計算 ソフトの概要

と活用②

・データベースの概要

と活用

15

15

15

・統計関数②(行 列の挿入 ・削除、列幅

変更、順位、課題学習)

・論理関数(条 件判断)

・算術関数(整 数化、四捨五入、乱数)

・特殊関数(参 照、照合)

・財務関数(減 価償却計算、利息計算、

ロー ン返済額計算)

・データベースの概要

・並べ替え、順位

・データの抽出 ・検索

・課題学習

・実習に当たっては、定型化 さ

れた表を活用 し学習の系統性

を持たせ る。

・作品を制作するに当たっては、

見やすい表 となるよう工夫さ

せる。
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学
期 月 項 目

時
数

学 習 の 内 容 留 意 点

3 i ・コ ン ピュ ー タグ ラフィッ 10 ・ロ ゴタイプの作 成

ク ・ポスターの作成

・まとめ 15 (例)

(作品制作) ①文書処理ソフト活用の例 ・標準的で応用が きく文書例を

・ビジネス文書集の作成 作成 させる。

②表計算ソフト活用の例 ・必要最低限のデータ入力で目

・取引計画計算表、見積書、現金出納帳、 的の諸表が作成で きるように

当座預金出納帳、精算表、減価償却計 工夫 させ る。

算表、借入金返済表、印紙税計算表、 ・多種多様なデータの中から条

売上集計表 件にあったデータが速やかに

③ デー タベースの活用 検索できるようにする。

・進路求人一覧表 ・作品の展示会、発表会を行い、

④図形処理ソフ トの活用 生徒相互に評価させる。

・商品パ ッケージ
、店舗設計

【
乙

1

9
Ω

0
0

年間指導計画案(2)

科 目 情報処理

対象学年等2学 年3単 位

指 導 目 標

ア ンケー ト分析 の結果、情報化社 会の要請 す る商業高校 での情報処理関連科 目の内容 は、

か なり具体的 な ものに絞 られて いる。特に これまでのプ ログ ラミング主体の授業 か らアプ リ

ケーシ ョンソフ トの基礎 的 な知識 や操作 の習得へ の移行、 さ らには、 マルチメデ ィアに関 す

る知識 の習得 など、あ ま ぐる しく進歩 す る情報化新時代 に対応で きる人材を育成す ることが

求 め られてい る。本年 間指導計 画案 はこうした要請 に少 しで も応え るため、次 のよ うに単 元

を分 けて設 定 した。

①1学 期～2学 期前半(コ ンピュー タ利用技術検定試験 まで)

最新 の表計算用 アプ リケー シ ョンソフ トであ る 「EXCEL」 の基本 的知 識 の理 解 を、 コ

ンピュー タ利 用技術検定試験 の資格 の取得を一 っの 目標 に設定 す る。

② 二学期後半(検 定試験以降)

表計算 ソフ トの基本 的な知識 の理解 を応用 して、デー タベース ソフ トの初 歩的 な知識 を

理解、お よび実習 を させ る。

③ 三学期～学期終了 まで

今 まで の検定 のためのプ ログラ ミング言語 習得 の概念 を変 え、よ り使 いやす く、生 徒 の

創造 的 な活動を助 け、 また実用的 と も言え る言語 「VisualBasic」 の基 本知識 を理 解 させ

る。

(4)指 導上 の配慮事項

① 従来 の プログラ ミング主体の授 業か ら、アプ リケー ションソ フ ト(表 計算 、デ ータベ ー
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ス)の 基 本 的 知 識 の習得 に重点 を 置 く。

② 表 や グ ラフを 通 して 、適 切 に情 報 を

処 理 で き る能 力 を養 う。

③ コ ン ピュ ー タ利 用 技 術検 定 試 験 合 格

を 目標 の1っ に設 定 す る。

④Windowsの 機 能 を 利 用 しな が ら、

Windowsの 基 本 機 能 を理 解 させ る。

⑤Windowsの 環 境 下 に 適 し た ソ フ ト

ウ ェ アを 作 成 す る。 その 際 、 ア ル ゴ リ

ズ ム に重 点 を 置 かず 、 イ ンタ ー フ ェ イ

スを 工 夫 させ る 。

繍 磁雛漁 爵 ㌔爆醸 懸 濫

ノれ ノとド 　　 だ きワい タ るをま るいれ ヲワ ゆ　イえい

蓼騰醗鱒勾{難 峯雌 、.

.遡 嘱 冊1矯 露

〃脚 ・ 瀞
くやギ は ヨきお　モレ ギ

,労i・1麟 漁 縦 曝=i-;錨
専 嫌1第 、、to"z

rS'(ll【(,i"ヂ 援,VI;X
.
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⑥ 「VisualBasic」 を利 用 す る こ とに よ って、 検 定 に と らわ れ な い プ ロ グ ラ ミ ン グ の 学 習

を させ る。 そ の際 、 文 法 は必 要 最 小 限 に して 、Visual的 な機 能 を利 用 して 、 短 時 間 に指 導

す る。

(5)年 間 指 導 計 画 案

学期月 項 目
時
数 学 習 の 内 容 留 意 点

1 4 ・表計算 ソフトの概要 8 ・1年 間の学習予定 ・表計算ソフ トの便利さを理解

させ る。

・基本操作 ・マウスの使 い方、 データの入出力、簡 ・マウスの機能と操作方法を習

単な計算、保存の仕方、呼び出 しの仕 熟 させ る。

方、データ入出力の練習 ・保存、呼び出 しなどの基本操

作を確実に身に付けさせ る。

5 ・表の作成の基礎 15 ・各種機能(ッ ール)の 基本操作の習得、 ・いろいろな機能がマウスの操

・各種機能の概要 検定3級 程度の表作成 作でで きるよ うにす る。'

・表作成の実習

6 ・グ ラフの作成 15 ・各種 グラフの作成(円 、棒等)、 検定 ・実習を通 して、学習 した知識

・表 、 グラフの同時作 2級 程度の表 ・グラフの作成、集計処 や技術の定着を図る。

成実習 理実習、図形処理実習

・検定試験対策 20

2 9 ・検定2級 受験対策 9 ・実技試験の課題実習

7 ・筆記試験の課題実習

10 ・デ ー タベース機能 の 15 ・デー タベース機能 の基本 ・デ ータベースが どのよ うに実

基本 ・ リ レ ー シ ョ ナ ル ・デ ー タ ベ ー ス の 活 用 社会で利用されているか理解

・デー タベースの活用 ・値 の抽 出、挿入、更新、削除 させ る。

11 ・データベース実習 io ・表計算 ソ フ トのデータベー スの機 能の ・SQLの 操 作が スムーズにで

12 {合 演習)} 実習 きるよ うにな ったか。

一21一



鋳 月 項 目
時
数

i

学 習 の 内 容1 留 意 点二一 「

3 i ・「VisualBasic」 の

基 礎

4 ・プ ログラ ミング環境

「rv㎞1蜘 噛 爾
構成要素の名称、操作方法を

理解 させる。

・プ ログラ ミングの作成手順 。フ ォ ー ム 、 コ ン トロ ー ル の 配

置 、プ ロパ テ ィの設定、 コー

ドの記述を理解 させる。

・作成 した アプ リケ ーシ ョン実

行方法を理解 させる。

・データ入出力 とフォー 5 ・コ ン トロー ルによ るデー タの入 出力 ・文字 ・数値 ・絵の入力と副

ムの操作 の方法を理解させ る。

・各種イベ ントの発生 ・イベ ン トの発生 とイベ ン トに

よるフォームの表示 。非表 示

を理解させる。

・時間によるイベントの発生を

t
理解させる。

・コ ー デ ィ ン グ 5 ・条件判断構造 .IF文.F。 、-NEXT

・ループ構造

置

を理継 ・・ ■

2 ・音声データの再生 3 ・WAVフ ァイルの再生 ・WindowsAPIを 利 用 し た

3 WAVフ ァイルの再生 を理解
i

させる・1

・課題学習 9 ・課 題 によるソ フ トウェアの作成 ・作 成す るソフ トウェアにと っi

て必要な機能を考えさせる。

・必 要なユーザーイ ンターフ ェ

イスを作成 させ る。

・作成 した ソフ トウェアにつ い

て作成過程 ・機能 ・操作方法

等を発表させる。

3

1

9
臼

Q
u

4

年間指導計画案

科 目

対象学年等

指 導 内 容

指 導 目標

(3)

経営情報

第3学 年2単 位

情報機器 を利用 した市場調査 の実習

① マーケテ ィング活動の必要性 につ いて理解 させ る。

② 市場調査 の必要性 と調査の仕方を理解 させなが ら実践的な調査を行い、

問題 解決を図 る。

③ 情報機器 の操作 と利用 の仕方 にっいて理解 させ、プ レゼ ンテー シ ョン

能力 の向上 を図 る。

‐za‐



⑤ 指導上 の留意点

市場調査 の実習 で研究 した成果 を情報機器 を活用 して発表 させ、質疑応答を通 して、更 に

研究 内容 の充実 を図 る。

(6)年 間指導計画案

騨i項 目 國 学 習 の 内 容i留 意 点
1
,

14.マ ー ケテ 。ングの概,.灘 の立場 に立 。た_ケ テ,ン グi.灘 隷 立 。たマー'TTT

l
論 活動1ン グ醐 の必難 を理解させ

1る 。1

・市場調査 ・市場調査の必要匪と資料収集の仕方1・ 市場調査の重要性を理解させ、蔭

i
3

①市場調査の意味 既存資料による調査と実態調

②調査方法 査の調査方法を理解させる。

5・ 市場調査の手順12・ 状況分析、略式調査、正式調査 ・市場調査の実施手順にっいて

①調査目的の設定 理解させる。

②情報の収集

③調査の実施 1
6・ 資料の収集および分 ・調査資料にもとつく分析の仕方と報告

ド 実施結果の分析方法と問題解i

析 書の作成1決 方法にっいて理解させる。
i①資料の収集

②資料の分析解釈1

叶 コンビS一 タの操作14・ 情報機器の操作と利用の仕方にっいて ト 報告書をコンビa‐ タで作成
(プ ロ ジェクターや スキャナ ー他) で きるよ う指 導す る。

29・ 市場調査の実習

①状況分析

ア.調 査の主題

イ.調 査方法

ウ.資 料収集

②略式調査

ア.調 査を実施上の問

題点

イ.調 査票の作成と修

正

10ウ.調 査方法の再検討

③正式調査

8・ 市場調査で学んだことの実習

レ 主題の設定i

rお菓子の調査」

・調査方法

「グループ調査」

・既存資料の収集

「業界のPR誌 」など

・調査内容の検討および調査票の作成

4「 アンケート用紙の作成」

・プレゼンテーシ輩ン

寸 響

郷 調査伽 プで潤
1

・既存資料および周辺の意見を1

参考に簡単な情報収集をさせ1

る。!

1

ド 調査醐 題点および調査票の
作成をさせる。調査内容は的

確か、調査票の原案に問題は

ないか検討 させる。

1.主 題設定の理由は何なのか.

}

! [企画] 「調査内容の報告」{

i ア.調 査の目的 ・調査の具体的目標の決定i

1

～
,1

イ.調 査の範囲

ウ.調査方法
Il

「価格に重点を置 く」1

↓

卜 調査内容を発表させ、質疑応

答等により、内容を再検討さ
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学
期 月 項 目

時
数 学 習 の 内 容 留 意 点

2
引1

211

[実施]

ア.調 査活動

イ.調 査票の回収

ウ.調 査票のチェック

16 ・調査の範囲

「対象一高校生」

「範囲一東京都北区J

・方法

「標本調査」

・調査活動

「面接調査」

・消費者のどのような反応を調

べたいのか目標を決定させる。

・調査方法は対象人数によって

決定させる。

3 -

り白

[分析 ・報告コ

ア.集 計 と分析 ・解釈

イ.報 告書の作成

8 ・集計結果の分析および報告書の作成

・プレゼンテーション

・調査結果のデータ入力 とグラフ化等に

よる編集 ・加工、OHPな どを利用 し

たプ レゼンテーション実習

・調査の集計か ら、どのような

分析結果が出たのか発表させ

る。

・質問への対応

V【 おわ りに

「情報教育の現状 と これか らの在 り方」 とい うテーマで一年間、研 究 ・討議 を重ねて きた。

研究 が進む にっれ、情報教育を取 り巻 く社会 的な環境が急速 に変化 して いる現状 が明 らか に な

り、商業高校 にお ける情報処理 教育の指導 内容 ・方法を大 き く転換す る必要 があ ると感 じた。

今 日、 ワープ ロやパ ソコ ンの一般家庭 への普及が著 しく進 む中、企業 で はパ ソコ ンを始 め と

す るOA機 器 を適切 に使 いこなせ る人材 を強 く求 めて いる。 さ らに、小学校 ・中学 校で の学 習

指導 に は、特に中学校 で は、教科 「技術 ・家庭」科の指導内容 に 「情報基礎 」 とい う学習 領域

が新設 され るな ど、パ ソコ ンが急速 に取 り入 れ られて いる。 このよ うな社 会や小学 校 ・中学 校

での情報教育 の現状 を うけ、商業高校 における情報処理教育 の改善 ・充実 を図 って い くことが

必要 であ る。

本年度 の研究員報告書 で は、小学校 ・中学校での情報教育 を踏 まえた指導 の在 り方、企業 が

求 あ る人材 を踏 まえ た指 導の在 り方 など、 これか らの商業高校 における情報処理教育 を模索 す

る上 での い くっかの提言 を した。 しか し、情報処理 に係 わ る技術 は急速 に高度化 ・複雑 化 して

いる。我 々研究員 も、今年度 の研究 で得 られ た貴重 な経験 を生か して、現状 に甘 ん じるこ とな

く、 今後 とも研究 ・実践 を継続 す ることによって、生徒 の実態 や時代 の変化 に対応 した情 報 教

育 の在 り方 にっ いて検討 を加 えていきたい。
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